
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  おもな行事 

1 金 新入生１日入学 金④⑤⑥の授業 

2 土  

3 日  

4 月 PTA第３回運営協議会 

5 火 専門委員会 清掃読書なし 

6 水 １年保護者会 学校運営協議会 

7 木 清掃朝読書なし 

8 金 清掃朝読書なし 

9 土  

10 日  

11 月 ２年保護者会 三者面談(希望者) 

12 火 三者面談(希望者) ５時間 

13 水 三者面談(希望者) ５時間 

14 木 三者面談(希望者) ５時間 

15 金 三者面談(希望者) ５時間 

16 土  

17 日  

18 月  

19 火 金①②③④⑤ 

20 水 水②③④⑤⑥ 給食終了  

21 木 ①②学活＋③大掃除 

22 金 終業式 記録通知書配付 

23 土  

24 日  

25 月 冬季休業日（１月８日まで） 

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

  

学校教育目標  夢に向かって未来を拓く ～自立・共生・貢献～ 

＊11／15（水） 生徒会引き継ぎ式＊ 

 10 月 28 日（土）の立会演説会及び投開票を受けて、現

生徒会本部役員から新生徒会本部役員への引き継ぎ式が

行われました。校長先生から一人一人に任命書が渡され、

現生徒会長からは、新生徒会への激励の言葉がおくられま

した。南中のリーダーとして一生懸命活動してくれまし

た。１年間の活動お疲れさまでした。新生徒会の皆さんも

南中をより良くしていくためにアイデアを出し合い、全校

生徒を引っ張っていってください。 

 

１２月の予定 ＊11／20（月） 保健講話（性に関する指導）＊ 

 本校では、命の大切さを学び、自分だけでなく他者への

思いやりの心を育む指導の一環として、全学年で発達段階

に合わせたテーマを決め、埼玉県助産師会助産師の方を講

師としてお招きし、保健講話（性に関する指導）を行って

います。今回は、３年生が「生命誕生、未来への大切な知

識」というテーマで講話をしていただきました。どの生徒

も真剣に話を聞き、命について考えることができていまし

た。また、１年生、２年生は次の日程で行います。 

 

☆テーマ「いらない命はひとつもない」☆ 

 １年生：自分の体についてしっかり理解する  2／ 5 

 ２年生：自分（人）が生まれるときの話    1／31 

 ３年生：生命誕生、未来への大切な知識   11／20 
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夢の欠片を集める 
 朝、校舎の周りをグルっと回ってあいさつ運動にでかけます。その時には落ちているゴミをで

きる限り拾っていますが、そうすると「校長先生、ありがとうございます」とか「校長先生、大

変ですね」とか声をかけてくれる生徒や、地域の方たちに出会えて気持ちがいいです。中には「校

長先生、代わりますよ」とか「捨てておきます」と声をかけてもらうこともあります。その時は

いつも「ゴミを拾っているんじゃなくて『夢の欠片』を集めているんだよ」と返しています。 

 

 さて、大谷翔平選手が２度目のメジャーリーグのＭＶＰとなりました。史上初となる２回とも

満票でＭＶＰに選ばれたことからも大谷選手の素晴らしさがわかります。 

この大谷選手には「ゴミを拾う」という有名な話があります。「ゴミは人が落とした運。ゴミ

を拾うことで運を拾うんだ。そして自分自身にツキを呼ぶ。そういう発想をしなさい。」と高校

時代の監督に言われ、それ以降実践しているという話です。高校生から始めた行動が習慣になり、

今でも続いているところも素晴らしいですね。 

大谷選手は、「なぜゴミを拾うのか…」と聞かれると「人が捨てた幸運を拾っている」と答え

ているそうです。ゴミを拾う行為は「運をもらうこと」になり、逆にどんな場所でも関係なくゴ

ミを捨てる行為は「運を捨てていること」になるという考え方なのでしょう。 

また、プロゴルファーの石川遼選手は次に使う人のことを考えて、アマチュアのころからずっ

とトイレの洗面台を綺麗に拭いてから出ていたそうです。やはり、超一流の選手に共通すること

の１つには「自分の信じた行動を長く続けていく力」があるのかもしれませんね。 

 

ところで、みなさんは校舎２階の昇降口に「愛の箒（ほうき）」があるのをご存じでしょうか？

実はこれ、旧中野中学校時代からある箒なのです。今は環境委員のみなさ 

んと、有志の生徒がこの箒を使って休み時間等に掃き掃除をしてくれていま 

す。ゴミや汚れに気が付いた人がいつでも使えるようにある箒です。みんな 

の愛の力で『夢の欠片』を集めるのも素敵なことだと思いませんか。そのた 

めにも、まず『夢の欠片』が落ちていることに「気がつく」ことから始めて 

ほしいと思います。 

さあ、１２月です。今年は「夢に向かって 未来を拓く」ことはできまし 

たか？今年１年を振り返り、年末年始はできなかったことをやるもよし、新 

年の誓いをたてるもよし、のんびりするもよし、家族で出かけるのもよし、 

受験勉強するもよしですが、年末年始ならではの充実した時間を過ごせるといいですね。 

それでは、来年も多くの『夢の欠片』を集めて、一緒に夢に向かっていきましょう。 


